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教育 活動 概要  

 

a ねら い  

 高 度 情 報化 社会の 中で，情 報を 発信す るために は，マ ルチメ ディア

技術が重 要で ある。短編 ビデ オを制 作す ることに より，動 画・静止 画・

音声など をデ ジタル 化し統 合する 技術 を身につ け ，技術 革新に 主体 的

に対応で きる 能力と 態度を 育てる こと がねらい であ る。  

情報機器 （デ ジタル ビデオ ・デジ タル カメラ） を活 用し， 肖像権 へ

の配慮等 ，撮 影する 上での マナー を身 につける 。短 編ビデ オを制 作す

ることに より ，主体 的に調 べ伝え る活 動として ，撮 影・編 集活動 を体

験させる 。  

インター ネッ ト利用 者の間 で動画 投稿 サービス（ 共有 サービ ス）に

人気が集 まっ ている。ところ が，掲載 さ れた映像 を巡 って著 作権問 題

が多く含 まれ 問題が 起きて いる。一 般に 動画投稿 サイ トでは，権利者

に 無 断 で 音 楽 や 映 像 を 使 用 し た 動 画 が ア ッ プ ロ ー ド さ れ る ケ ー ス が

後を 絶 たな い。 本 時で は ，情 報機 器 を 活用 し， ビ デオ 編 集を 通し て ，

著作権や 肖像 権など に配慮 した情 報モ ラルを身 につ ける。  

 

 

b 内  容  

メディア から の情報 を自分 たちで 判断 して読み 取っ たり ，メデ ィア

を 使 っ て う ま く 情 報 を 発 信 し た り す る 力 を 身 に つ け る こ と に 力 を 入

れた。著作物 には全 て著作 権があ り，こ れ尊重・保護 してい かなけ れ

ばいけな いこ とを理 解させ る。また，肖 像権にも 留意 する必 要があ る

ことも理 解さ せる。  

自分たち の作 品を作 成する ことに より ，素材に使 う場 合の著 作物に

ついて考 えさ せる 。特に 音楽素 材をテ ー マに無断 でコ ピーし 使用し た

場合 の 問題 点を 扱 った。『著 作 物は 勝 手 に使 用し て はい け ない 』こ と

を理解さ せ， 著作権 の手続 き『許 諾』 が必要に つい て理解 させた 。  

 



（１）市販 の C D などを 音源と する場 合 には，レコー ド会社 などか

ら音源使 用の 許可 (著作隣 接権 )を得 るこ とを理解 させ る。  

（ ２ ） 楽 曲 等 を 使 用 す る 場 合 に つ い て ， 日 本 音 楽 著 作 権 協 会

（ J A S R A C）の許 諾申請 の問い 合わ せス テップを 参考 に説明 を行

った。  

今回 作 成し た 作品 を We b ペー ジで 情 報発 信 でき る こと をテ ー マに

編集作業 を通 し，動 画投稿 サービ ス（ 共有サー ビス ）が抱 えてい る問

題点を事 例を 取り上 げ，個 人のモ ラル の重要性 を理 解させ る。  

利 用 者 が 録 画 し た テ レ ビ 番 組 等 を テ レ ビ 局 な ど の 制 作 者 に 無 断 で

投稿した もの も多く ，著 作権法 上の問 題 を抱えて いる 点や国 内の動 画

投稿サイ トは 著作権 に触れ ない運 用を 目指して いる が，違法動 画を完

全に排除 する のは難 しいこ とから，生徒 に動画投 稿サ ービス（ 共有サ

ービス） の著 作権で も問題 点を考 えさ せ，自分 たち の作品 （著作 物）

が無断で 使用 投稿さ れた場 合を考 えさ せる。著作権 者の 立場で 物事を

考えるこ とに より， 創作し た相手 を意 識する考 えを 養う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第１期（ ２時 間）学 校紹 介 C M の作 成 計画  

      （第１時 ）   実習「学 校紹 介のテ ーマ決 定と作 成計 画」  

      （第２時 ）   実習「絵 コン テ作成 」  

第２期（ ４時 間）学 校紹介 のビデ オ撮 影と編集  

      （第１時 ）   実習「ビ デオ 撮影素 材と素 材の収 集」  

      （第２時 ）   実習「ビ デオ 撮影素 材と素 材の収 集」  

      （第３時 ）   実習「素 材の 加工と ビデオ 編集」  

      （第４時 ）   実習「素 材の 加工と ビデオ 編集」  

 



第３期（ ２時 間）情 報発信 と相互 評価  

      （第１時 ）   実習「相 互評 価と改 善」  

   （第２時 ）   実習「情 報発 信」  

  

 

c 成果と課題  

高等学校 では 普通教 科「情 報」に おい て必修で 情報 モラル の指導 が

開始され た 。「情 報社会 に参画 する 態度 」の育成 のた め，  情報 モラル

教育の役 割は 重要で ある。 情報モ ラル とは，情 報社 会で適 切な活 動を

行うため のも ととな る考え 方や態 度で ある。  

教育実践 にあ たって は， 情報モ ラルは 情報社会 のみ で通用 する独 立

した考え 方で はなく ，社会 人一般 のル ールや心 構え が基本 となっ てい

る。  

短編ビデ オを 作成す ること によっ て， モラルや マナ ーを意 識し， 意

欲的にビ デオ 作成を 行うこ とがで きた 。自分た ちの 作品を つくる 過程

において ，多 くの著 作権が 関係し てい ることを 理解 させる ことが でき

た。生徒 自身 が創造 して出 来上が った 作品をつ くる ことに よって ，情

報モラル を強 く意識 してつ くらせ るこ とができ ，よ り情報 モラル を理

解し自ら 判断 する知 識を養 うこと がで きた。  

動画投稿 （共 有）サ ービス の問題 点に 触れ，多 くの 生徒は 利用を し

ているが 著作 権の問 題につ いては 意識 が薄いこ とか ら，投 稿する 人も

モラルを 身に つける ことに より著 作権 者の立場 を理 解する ことが でき

た。  

著作権処 理を 具体的 に行う ことが でき れば，よ り理 解を増 し判断 す

ることが でき る。  

 


